
残高証明書の読み方
（債券発行年度の確認方法等）

残高証明書は、組合が希望する月に発行し、マンション管理組合さまの代表者の方（理事⾧等）又は
マンション管理組合さまが別途指定したマンション管理会社さまあてに送付します。

残高証明書が届きましたら、この「残高証明書の読み方」を参考に内容をご確認ください。

継続購入している場合で、経過年数が９年となる
ときが、10回目の債券発行年度となります。

10回目の継続購入以後も、引き続き債券の購入を
希望するときは、新規に応募手続が必要です。

その場合、10回目の継続購入をする年度が近づい
てきましたら、マンション管理組合にて新規の応募
について意思決定を行ってください。

なお、継続購入の回数は、積立回数として残高証
明書等に記載しています。【図❷】

マンションすまい・る債は、最大10回まで継続購入ができますが、１回目購入分の債券発行年度は、
積立手帳番号により確認が可能で、それをもとに経過年数等を確認することができます。

「積立手帳番号」は、マンションすまい・る債を購入されたマンション管理組合や１回目購入分の債
券発行年度等を特定する10桁の番号で、残高証明書等に記載しています。【図➊】

付番ルールは例のとおりで、積立手帳番号の７桁目及び８桁目は、１回目に購入した債券発行年度
（年度は毎年４月始まり）の西暦下２桁で構成されています（下記の例の場合は、2021年度となりま
す。）。

債券発行年度の確認（積立手帳番号による確認）【図❶】

積立手帳番号の例

積立組合番号
（マンション管理組合固有の番号）

３ １ ２ ３ ４ ５ ２ 1 １ ２

１回目に購入した
債券発行年度

（西暦の下２桁）

再度応募して債券を購入した場合は、
番号が変わります。

再度応募して債券を購入した場合であっても、
原則として番号は変わりません。

経過年数の確認方法【図❶】
１回目購入分の債券発行年度から経過年数をご確認いただけます。

① 債券発行年度が「2021年度」で、現在が「2022年度」の場合
→経過年数は１年（2022 ｰ 2021 = 1）となります。

② 債券発行年度が「2021年度」で、現在が「2030年度」の場合
→経過年数は９年（2030 ｰ 2021 = 9）となります。

※   債券は毎年２月頃に発行しているため、計算時期によって、経過年数が多少前後する場合がございます。

通常のマンションすまい・る債
の場合:12
認定すまい・る債の場合:13



【図❷】の例は2021年度に新規応募した組合ですので、積立回数１回目から10回目の発行・満期償
還の時期は次表のとおりです。
積立
回数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

発行 2022年
2月

2023年
2月

2024年
2月

2025年
2月

2026年
2月

2027年
2月

2028年
2月

2029年
2月

2030年
2月

2031年
2月

満期
償還

2032年
2月

2033年
2月

2034年
2月

2035年
2月

2036年
2月

2037年
2月

2038年
2月

2039年
2月

2040年
2月

2041年
2月

残高証明書の時点【図❸】

記載されている残高は、組合が希望する残高証明書送付希望月の前月末時点の金額です。
例では、送付希望月が4月であり、記載されているのは、2023年3月末時点の残高です。

当期発行額【図❹】
「当期」とは、残高証明書に記載されている時点【図❸】以前の１年間を指します。
例は「2023年3月末時点」の残高証明書であるため、「当期」とは2022年4月1日から2023年

3月末を指します。
「当期発行額」は、当期中に発行した金額です。発行日は毎年2月20日（銀行休業日の場合は直

後の営業日）です。
当期償還額【図❺】

当期中に償還した金額（満期償還＋中途換金）です。

当期末残高計【図❻】
残高証明書に記載されている時点【図❸】での残高です。

【図】残高証明書（サンプル）
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